










































































































幽掴 • ;'J' t.i!IW 週a‘ 
終末期の
個人的問題だが、
死生観 生と死 死は不可避医療現場におい
臨床
ては社会的問題
社会的問題だが、
自然観
人間(文明)
環境問題 解決司能個人の利害が不透と自然
日月あるいは無害
いのちの危機→生と死の意識→切迫感のある体験
→死生観と自然観の変容
(自然といのちの尊さの白覧)
まとめ 1
-自らの生の意味づけや危機意識が希薄化する現代
.現代の死を担う終末期医療の社会問題
-環境問題は、自己の危機として実感しがたい
・「いのち」の文脈において、人間は自然のなかにある
.緩和ケアが死生観と自然観の変容と結合を促す
→自然といのちの尊さの自賞
